
16 IHI 技報　Vol.59  No.2 ( 2019 )

IHI グループは，「技術をもって社会の発展に貢献
する」「人材こそが最大かつ唯一の財産である」を
経営理念とし，また，「グループ経営方針 2019」の
目指す方向性として，「持続可能な社会に求められる
新たな価値を創造すること」を掲げました．
社会の発展は，社会にあまたある課題を解決するこ

とによって成されるものです．今や世界で共通言語と
なった SDGs の持続可能な開発目標に向かって，気
候変動など社会に大きな影響を与える課題の解決に
我々の最も大切な資産である「技術」と「人材 」の
力で，事業を通じて貢献していきます．
気候変動問題に IHI グループとして取り組む意思

表示として，2019 年 5 月に，気候関連財務情報開示
タスクフォース ( Task Force on Climate-related Financial 

Disclosures：TCFD ) の提言に賛同し，署名しました．
このタスクフォースは企業における気候関連のリスク
と機会について投資家が適切に評価できるように，国
際組織 FSB（ Financial Stability Board：金融安定理事
会）が設立したものです．CO2 排出削減に関して定
量的かつ継時的に管理を行い，CO2 排出削減に関わ
るお客さまと一緒になって社会課題を解決できるもの
です．

IHI グループは，気候変動の緩和と適応に向けた技
術開発を真

しんし

摯に進めていきます．

持続可能な社会の実現のために
IHI グループができること

　

IHI グループの各事業領域の目指す方向性

社会基盤・海洋
橋梁・トンネルを軸に安全・安心な社会インフラの実現に
グローバルかつライフサイクルにわたり貢献する

航空・宇宙・防衛

先進技術により，航空輸送，防衛システムおよび宇宙利用の
未来を切り拓き，豊かで安全な社会の実現に貢献する

資源・エネルギー・環境
地域・お客さまごとに最適な総合ソリューションを
提供することにより“脱CO2・循環型社会”に貢献する

産業システム・汎用機械

お客さまと共にオペレーションの最適化をライフサイクルで
徹底追求することにより産業インフラの発展に貢献する

事業共通の目標
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CO2 有効利用による炭素循環型社会の実現へ
pp. 26 － 29

レーザ溶接技術の社会インフラへの適用
pp. 48 － 52

昨今，CO2 を大気中に放出しないことが求められるなか，
資源を効率的にエネルギーに変換し CO2 排出を抑える
ことにとどまらず，「 CO2 の有効利用による炭素循環型
社会を実現すること」で，その求めにお応えします．す
でに CO2 を回収する技術を確立し，燃料や化学原料な
どの有価物に変換する技術も実証段階まできました．
このように，安定したエネルギー供給と気候変動の緩和
とを同時に実現していきます．世界の人口の増加ととも
にエネルギー需要も高まるなか，経済的に優れた CO2
分離・回収技術と CO2 有効利用技術は，エネルギーの
安定供給（目標 7 ）と気候変動の緩和（ 目標 13 ）を同
時に実現するという新たな価値を社会にもたらします．

安全・安心な暮らしのために，道路や橋梁などの社会イ
ンフラの老朽化への対策や，異常気象や地震などの自然
災害への備えが必要とされます．
老朽化への対策の取り組みとして，橋梁部材をレーザ溶
接する技術を鋼部材のき裂補修に適応すべく開発を進め
ています．一般的な当て板の施工が困難な場合でも，さ
まざまな補修技術をもつことで，状況に応じた補修を行
うことができるようになります．この技術をグローバル
に適用していき，持続可能な社会を実現します．今ある
社会インフラを効率的かつ確実に補修・補強し，長く使
い続けることで，住み続けられるまちをつくること（目
標 11 ）に貢献します．

持続可能なモビリティ社会の実現に挑戦する
pp. 18 － 21

次世代モビリティのための旅客機と電動化システム
の将来 pp. 34 － 41

走行中に温室効果ガスや有害物資を排出するガソリン車
やディーゼル車とは違い，環境負荷の小さい燃料電池自
動車は，次世代モビリティとして期待されています．燃
料電池自動車の空気供給システム用にオイルフリー電動
過給機を開発しました．この電動過給機は，燃料電池の
小型・軽量化に貢献し，燃費向上を実現するものです．
燃料電池自動車には，コスト面や水素ステーション不足
など解決しなければならない課題がまだありますが，そ
れらが解決され普及すれば，環境への負荷を最小限にし
た移動が可能になります．クリーン技術および環境に配
慮した技術で持続可能性を向上させる（ 目標 9 ）ことに
貢献します．

環境負荷を低減するという動きは，航空機の分野でも起
こっています．私たちは，軽量で耐熱性の高い CFRP
（ 炭素繊維強化プラスチック ）製部品の開発とその量産
に成功しエンジン性能の向上を実現しました．このこと
は，気候変動の緩和（目標 13 ）につながります．
将来に向けては，さらなる飛躍となる航空機および航空
エンジンの電動化の実現を目指しています．航空機・エ
ンジン電動化システムの将来構想は技術論文に示したと
おり，さまざまな取り組みがあり，グローバル・パート
ナーシップのもとで技術開発を進めています（目標
17 ）．

ここでは，本号に掲載している記事の製品／技術に
ついて，SDGs に視点を置きご紹介します．


